
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №72  

市議団ニュース 

 

連 絡 先 201３年 １０月 １３日号  

木村奉憲22－8567、杉野 修  58－9010  

石田利春52－7260、渡辺昌代 21－9058  

【議員団控室（市役所4F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

党議員団、請願の採択に向けて全力投球！ 

家
族
労
働
を
認
め
な
い
所
得
税
法
５６
条
は
廃
止
を 

 

消費税増税中止を求める 

意見書を提出しました 
 

消費税は必要と考える人でも、来年４月実

施には問題がある。このような意見も出てい

る中、安倍首相は 10月１日増税を決定しまし

た。増税には道理もなく撤回すべきです。 

 

９月議会で日本共産党久喜市議団は、国に

対し「消費税増税中止を求める意見書」を提

出しました。 

内容は、「国民の多くが反対しており、増税

により、大変な負担増となる。社会保障のた

めと言われて来たが、その保障もなく悪くな

る一方である。増税しても景気が急激に冷え

込み、国全体の税収は減少する。東日本大震

災の被災地の復興にも影響がある。 

何よりも、消費税は低所得者ほど負担が重い

税金である。」などを指摘した内容となってい

ます。 

議会では、消費税に頼らない財政をどのよ

うに考えるのかなど質疑もありました。大企

業の優遇を是正し、税の負担は「応能負担」

を基本とするなど答弁しました。 

採決の結果は、日本共産党４名、飛翔２名、

市民の政治１名、合計７名で「否決」となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
配
偶
者
や
そ
の
親
族
が
事
業
に

従
事
し
た
と
き
、
対
価
の
支
払
い
は

必
要
経
費
に
し
な
い
」
と
定
め
て
い

る
所
得
税
法
５６
条
を
廃
止
し
て
ほ

し
い
と
の
請
願(

日
本
共
産
党
が
紹

介
議
員)

が
久
喜
民
主
商
工
会
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

総
務
委
員
会
に
は
、
参
考
人
と
し

て
池
田
久
喜
民
商
会
長
が
出
席
し
、

訴
え
ま
し
た
。
「
青
色
申
告
で
も
で

き
る
」
「
税
法
に
法
的
に
規
定
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
質
疑
が
出
さ
れ
、
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

本
会
議
で
の
賛
成
討
論
で
「
従
業

員
の
果
た
し
て
い
る
社
会
的
役
割

と
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

心
的
な
配
偶
者
（
多
く
は
婦
人
）
の

所
得
、
事
業
専
従
者
控
除
の
金
額
は 

       

年
間
わ
ず
か
８６
万
円
で
、
実
態
と
合

わ
な
い
所
得
税
を
納
付
し
て
い
る
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

結
果
は
、
賛
成
少
数
で
残
念
な
が
ら
採

択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
賛
成
者
は
、
日
本
共
産
党
４
名
と
猪

股
・
田
村
両
議
員
で
し
た
） 

                       

供
給
単
価
は 

１
㎥
あ
た
り
１
８
８
．

３
７
円
、
利
益
は
１
７
．
４
７
円
。
県
平

均
の
４
倍
の
利
益
で
す
。
今
年
度
純
利
益

は
７
億
６
百
万
。
２
億
７
６
０
０
万
の
増

で
す
。
平
成
２４
年
６
月
か
ら
実
施
し
た

７
．
１
％
の
引
き
上
げ
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。 

水
道
料
金
、
県
内
で
の
順
位
は
、
上
か

ら
１０
番
目
ぐ
ら
い
と
高
い
位
置
で
す
。 

内
部
留
保
で
あ
る
、
現
金
預
金
４１
億

３
，
６
０
０
万
、
前
年
度
比
５
億
８
５
０

０
万
円
増
加
で
す
。 

内
部
留
保
の
金
額
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
必

要
と
考
え
て
い
る
の
か
と
の
問
い
に
、

「
料
金
の
年
間
の
収
入
金
額
程
度
」（
２４

年
11
月
議
会) 

 

と
の
答
弁
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

平
成
２４
年
度
の
給
水
収
益
は
３２
億
４

０
０
万
円
で
す
。
留
保
資
金
合
計
と
の
差

し
引
き
額
は
９
億
円
以
上
で
、
高
い
水
道

料
金
を
引
き
下
げ
る
の
に
十
分
な
財
源

で
す
。 

市
民
の
負
担
を
軽
減
し
暮
ら
し
支
え

る
為
に
、
少
し
で
も
引
き
下
げ
る
余
力
が

あ
れ
ば
引
き
下
げ
る
。
そ
う
い
う
姿
勢
が

必
要
で
す
。 

  

 

樹木に囲まれた 八坂神社（栗橋地域） 

   「所得税法 第 56条」とは？ 

 現在の法では、事業主の家族が同じ家業をどれだけ担っ

ていても、配偶者は８６万円。その他親族は 50 万円まで

しか「控除対象」にされていません。多くの場合、女性の

配偶者の「現に働いている実態」を法が否定しているので

す。「人権問題」でもあります。（国連でも取り上げられた） 

 こうした労働に正当な対価（給与）と認めないという例

は、日本だけのことです。所得税法第 56 条の廃止は、全

国 357 自治体で廃止を求める声が上がり、多くの税理士

会でも廃止を訴えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
２４
年
度
水
道
会
計
の
決
算
審
議 

高
い
水
道
料
金 

引
き
下
げ
財
源
は
あ
る
！ 

 

9月議会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

業
務
縮
小
に
よ
る
影
響
は 

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
、
栗

橋
地
区
の
自
転
車
修
理
な
ど
の
業
務
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
く
し
た
の
か
。 

答 

合
併
以
来
、
４
事
務
所
体
制
で
業
務
を
行

っ
て
来
た
が
経
費
削
減
た
め
、
統
廃
合
は
避

け
ら
れ
な
い
も
の
。 

 

久
喜
市
営
釣
り
場
の
赤
字
の
影
響
は 

問 

シ
ル
バ
ー
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
久

喜
市
営
釣
り
場
が
赤
字
を
出
し
、
全
体
を
圧

迫
し
て
い
る
の
で
は
。 

答 

事
業
の
中
で
赤
字
計
上
は
、
久
喜
市
営
釣

り
場
の
み
。
業
務
改
善
に
向
け
釣
り
場
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
。 

（
釣
り
場
は
、
以
前
久
喜
市
が
管
理
し
大
幅
な

黒
字
と
な
っ
て
い
た
。
何
と
し
て
も
立
て
直

す
必
要
あ
る
。
） 

 

八
坂
神
社
の
樹
木
を
残
し
て
ほ
し
い 

問 

利
根
川
の
強
化
堤
防
事
業
に
伴
い
、
移
転

対
象
の
八
坂
神
社
は
、
樹
木
保
存
が
危
ぶ
ま

れ
、
ま
た
、
日
常
品
を
買
う
ス
ー
パ
ー
が
閉

店
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
市
も
対
処
し
て

い
く
べ
き
だ
が
。 

答 

八
坂
神
社
の
樹
木
は
、
市
と
し
て
も
貴
重

な
緑
の
保
存
の
た
め
移
植
で
き
る
よ
う
神
社

側
に
お
願
い
す
る
。
閉
店
し
た
ス
ー
パ
ー
に

は
、
徒
歩
や
自
転
車
で
買
い
物
す
る
高
齢
者

の
方
も
お
り
今
後
生
鮮
食
料
品
の
移
動
販
売

や
青
空
市
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
検

討
し
た
い
。（
表
面
の
写
真
参
照
） 

そ
の
他
「
選
挙
の
投
票
す
る
機
会
を
平
等

に
保
障
す
る
べ
き
」
を
質
問 

                                

 

公
民
館
の
使
用
料
は
無
料
に 

問 

各
公
民
館
は
利
用
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
何
と
考
え
て
い
る
か
。

そ
の
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。 

答 

原
因
は
利
用
団
体
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
解
散
や
活
動
回
数
・
会
員
の
減
が
一
つ

と
考
え
る
。 

問 

社
会
教
育
法
に
お
い
て
公
民
館
は
無
料

が
原
則
で
は
な
い
の
か
。 

答 

社
会
教
育
法
に
お
い
て
使
用
料
の
規
定

は
な
い
。 

問 
公
民
館
運
営
委
員
の
自
主
事
業
参
加
が

公
民
館
に
よ
り
違
う
。
改
善
す
べ
き
で
は
。 

答 

運
営
委
員
の
配
置
は
、
段
階
的
に
取
り

組
む
。 

問 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
が
市
民
の

利
用
時
間
帯
に
な
っ
て
い
る
。
改
善
を
。 

答 

清
掃
時
間
帯
の
調
整
を
進
め
る
。 

市
役
所
の
労
働
環
境
を
改
善
す
べ
き 

問 

今
年
も
本
庁
舎
は
、
３０
度
を
超
え
る
日

が
続
き
、
市
職
員
の
労
働
環
境
は
悪
い
。

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

今
年
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で
本
庁
舎
の

耐
震
補
強
工
事
と
空
調
設
備
改
修
を
行

う
。
そ
の
中
で
早
急
な
対
応
を
協
議
し
て

い
く
。 

問 

小
中
学
校
に
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設

置
を
検
討
さ
れ
た
い
が
。 

答 

熱
中
症
対
策
に
な
る
の
か
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。 

                          

公
務
労
働
の
位
置
づ
け
と 

非
正
規
雇
用
の
改
善
に
向
け
て 

 問 

住
民
の
い
の
ち
、
健
康
、
安
全
を
守
る
と
い

う
の
が
地
方
自
治
体
の
目
的
だ
。
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
を
す
す
め
る
た
め
に
も
公
務
労
働

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
再
確
認
す
べ
き
だ
が
。 

答 

地
方
公
務
員
法
の
目
的
に
あ
る
よ
う
に
地

方
自
治
の
本
旨
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
。 

問 

そ
の
認
識
に
立
つ
な
ら
ば
、
臨
時
職
員
が
か

な
り
い
る
。
特
に
保
育
園
な
ど
で
半
数
を
占
め
て

い
る
。
行
政
と
し
て
の
責
任
あ
る
仕
事
は
正
規
職

員
の
採
用
を
増
や
し
、
継
続
的
な
人
事
政
策
を
図

っ
て
い
く
べ
き
だ
が
。 

答 

本
市
に
お
け
る
臨
時
職
員
は
４
２
１
人
、
一

般
事
務
職
は
３
５
３
人
、
保
育
士
、
保
健
婦
、
幼

稚
園
教
諭
な
ど
は
１
６
８
人
。
こ
の
う
ち
市
立
保

育
園
の
臨
時
職
員
は
６
１
人
。
本
市
で
は
定
員
適

正
化
計
画
に
沿
い
、
管
理
部
門
を
中
心
に
職
員
の

削
減
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
臨
時
職
員
の
活
用
が
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
雇
う
こ
と
も
必
要
だ
。
ま
た
外
部
委
託
を
活

用
す
る
な
ど
組
織
と
人
員
の
ス
リ
ム
化
に
取
り

組
み
、
適
正
な
人
事
管
理
に
努
め
て
い
る 

問 

外
部
委
託
を
含
め
て
、
ス
リ
ム
化
し
、
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
は
適
正
な
人

事
配
置
だ
と
は
思
え
な
い
。
労
働
条
件
か
ら
見
て

も
臨
時
職
員
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
賃
金
差
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

答 

そ
う
し
た
賃
金
の
差
は
計
算
し
て
い
な
い
。 

                                                     

 

国
の
生
活
保
護
制
度
の
改
悪
に 

 
 
 

 
 

 

市
は
独
自
の
補
助
を 

 
 問 

国
（
厚
労
省
）
は
、「
物
価
が
下
が
っ
て
い

る
の
で
」
と
い
う
理
由
で
生
活
保
護
基
準
の
「
最

低
生
活
費
」
を
８
月
か
ら
改
定
し
た
が
、
久
喜

市
で
の
影
響
は
ど
う
現
わ
れ
て
い
る
か
。 

答 

支
給
対
象
の
１
０
６
９
世
帯
（
８
月
現
在
）

の
う
ち
、
８
１
２
世
帯
（
７
６
％
）
が
減
額
に

な
っ
た
。
平
均
の
影
響
額
は
世
帯
５
７
１
円
。 

今
年
度
中
の
影
響
は
８
ヶ
月
間
で
４
５
６
８
円

で
あ
る
。 

問 

影
響
が
最
も
大
き
い
世
帯
は
ど
う
か
。 

ま
た
、
最
大
影
響
世
帯
の
例
で
は
ど
う
か
。 

答 

母
子
世
帯
で
月
３
４
８
０
円
（
控
除
の
差

し
引
き
で
実
質
２
４
２
９
円
）
で
あ
る
。 

 

最
も
減
額
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
７
３
８
０

円
で
あ
っ
た
。 

問 

市
に
と
っ
て
は
少
額
（
約
６１
万
円
）
で
も

保
護
世
帯
に
と
っ
て
は
大
き
な
影
響
額
だ
。
市

独
自
で
補
助
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

補
助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

違
反
建
築
物
に
は 

 
 

適
正
な
対
応
を 

問 

十
数
年
に
わ
た
っ
て
建
築
基
準
法
違
反
が

放
置
さ
れ
て
き
た
。
未
だ
に
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
も
毎
日
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

近
接
す
る
住
民
に
は
騒
音
、
振
動
な
ど
の
迷

惑
行
為
も
続
い
て
お
り
、「
安
穏
な
生
活
」
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
法
人
名
の
公
表
を
し
、
速
や

か
に
「
除
却
命
令
」
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

粘
り
強
く
指
導
し
て
い
く
。 

                              

 

石
田
と
し
は
る 

渡
辺
ま
さ
よ 

 
 

木
村
と
も
の
り 

 

杉
野
お
さ
む 

九月議会での各議員の一般質問（続報）です 
 

 


